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【さとやまっこくらぶ】キッズレンジャー体験
～どんぐり植栽体験とヤマアカガエルの卵の移動～～むかしばなしや歴史の話、散策を楽しもう～ ～どんぐり植栽体験とヤマアカガエルの卵の移動～

フクジュソウ（福寿草）が咲きました。
スプリング・エフェメラルとも言い、春を告げる
代表的な花の1つです。

地域の昔ばなしの紙芝居や本、資料などを用いて、南大沢図書館
司書の方が歴史的な出来事なども詳しく解説してくださいました。

瓦尾根瓦窯跡からの
出土品

小さな命を大切に守るお手伝い 救出した卵はこの後、水位が
安定した池に運びました

～どんぐり植栽体験とヤマアカガエルの卵の移動～～どんぐり植栽体験とヤマアカガエルの卵の移動～

瓦尾根瓦窯は、現在の海老名市にあった相模国分寺の修復時に使われたと考えられています。
サンクチュアリ内にあり険しい道が多いですが、皆さん現地で熱心に説明に聞き入っていました。

本の交換会の様子

令和7年２月号

小山内裏公園かわら版

今回は南大沢小学校の授業の一環で、6年生には2年前に当公園で採取して
学校で育ててくれたクヌギとコナラのドングリ苗の当公園雑木林への植栽、
4年生には産卵地が干上がってしまうヤマアカガエルの卵をサンクチュアリ
の休耕田に移動し保護するレンジャー体験をしていただきました。公園の
中に小さな命が宿ります。ヤマアカガエルの卵は保護するとともに来園者
の方にも成長を観察できるようにいたしました。サテライトサンクチュア
リでオタマジャクシになるまで観察できます。みんな大きくな～れ。

ヤマアカガエルの卵

苗木を南大沢小学校で2年間、
大切に育ててくれました

さっそくやってみよう 苗木を丁寧に植えました

東京都埋蔵文化財センターの職員、八王子市学芸員、南大沢図書館司書、
立正大学文学部史学科の先生方からサンクチュアリ内にある瓦尾根の遺跡
の説明を受けて、実際に現場へ行きました。当時の歴史を学び、昔の生活
の大変さ、自然と共存することの難しさ、大切さを学んだ後は、本の交換
会を開催しました。
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